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放電型核融合中性子源の重水素–トリチウム（D–T）運転を達成するために、燃料の自己燃料供給回収システ

ムの開発を行なっている。本研究では、水素吸蔵材料を備えた中性子源にて、自己供給回収方式で重水素–重

水素（D–D）運転を達成した。また本発表では、D–D運転が真空容器内のガス組成へ及ぼす影響も報告する。 
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1. 緒言 

核融合ブランケットのトリチウム増殖性能評価のために、ブランケット模擬体系における中性子照射試験が

要求される。先行研究では、放電型核融合中性子源の D-D運転による、中性子照射試験の実施例が報告され

ているが [1]、放電型核融合中性子源の D-T運転による照射試験は未実証である。D-T運転では、放射性物質

であるトリチウムを使用するため、インベントリを低減する燃料の供給回収システムが不可欠となる。本研

究では、使用燃料の低減が可能な燃料の自己供給回収システムを備えた中性子源の D–D運転を行い、放電が

真空容器内のガス組成へ与える影響を解明した。 

2. 実験手法 

本研究では、封じ切った真空容器内にて、金属系水

素吸蔵材料 ZrCo を用いて、燃料の自己供給回収シス

テムを構築した。中性子源装置の構成を Fig. 1に示す。

ZrCoサンプルの温度制御により、核融合反応を起こす

チャンバーに燃料である重水素を供給し、D–D運転を

行なった。また運転の前後に、四重極質量分析計を用

いてチャンバー内のガス組成を分析した。 

3. 結果 

ZrCoサンプルの温度を一定に保つことにより、安定

な印加電圧を維持した。また、ZrCo サンプルの温度

を下げることで、印加電圧の上昇とそれに伴う中性

子発生率の増加が確認された。運転前は水素同位体

ガス中に軽水素はほとんど含まれなかったが、運転

後には軽水素と重水素の割合はほぼ 1:2になった。 

4. 結論 

実験の結果より、燃料の自己供給回収システムを備

えた中性子源の運転は可能であるものの、D–T 運転

を達成するためには、水素同位体の希釈効果の低減

が必要であることが明らかとなった。 
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Fig.2 ZrCoサンプルの温度変化による印加電圧と

中性子発生率の制御 

Fig.1 燃料の自己供給回収システムを備えた中性

子源の構成  
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